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はじめに

この『Service Registry 3 2005Q4管理ガイド』では、Service Registry (「レジストリ」
)のインストール後の設定方法やレジストリに付属する管理ツールの使用方法につい
て説明します。また、レジストリデータベースのバックアップや復元など、その他の
管理作業についても説明します。

対象読者
この管理ガイドの対象読者は、レジストリをインストール、アンインストール、およ
び管理する必要がある方、およびレジストリのコンテンツをWebコンソールを使わず
に一括作成する必要がある方です。

読者には、使用するオペレーティングシステム (Solaris™オペレーティング環境また
は Linux)における UNIX®コマンドシェル環境の基本に習熟していることが期待され
ます。

お読みになる前に
このマニュアルをお読みになる前に、『Sun Java Enterprise System 2005Q4
Installation Guide for UNIX』の説明に従ってレジストリをインストールする必要があ
ります。

Service Registryは、Java Web Services Developer Pack
(http://java.sun.com/webservices/jwsdp/)の一部として入手できるほか、
Sun Java Enterprise Systemのコンポーネントとしても入手できます。 Sun Java
Enterprise Systemは、特定のネットワーク上やインターネット環境に分散配置された
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企業アプリケーションをサポートするソフトウェアインフラです。Service Registryを
Java Enterprise Systemのコンポーネントとして購入した場
合、http://docs.sun.com/coll/1286.1にあるシステムマニュアルを熟読され
ることをお勧めします。

管理作業の中には、次の各仕様の基本概念に習熟していることが要求されるものもあ
ります。

� 『ebXML Registry Information Model Version 3.0』
� 『ebXML Registry Services and Protocols Version 3.0』

これらの仕様の最新の公開版を入手するには、OASIS Webサイト
(http://www.oasis-open.org/)にアクセスし、ebXML RIM V3.0と ebXML RS
V3.0に対するリンクをクリックします。

内容の紹介
このマニュアルの内容は次のとおりです。

第 1章では、Service Registryのインストール後の設定方法やその他の管理作業の実行
方法について説明します。

第 2章では、管理ツールの使用方法について説明します。

Service Registryのマニュアルセット
Service Registryのマニュアルセットは
http://docs.sun.com/app/docs/coll/1314.1から入手可能です。Service
Registryについて学ぶには、次の表に記載されたマニュアルを参照してください。

表 P–1 Service Registryのマニュアル

マニュアルタイトル 内容

『Service Registry 3 2005Q4リリースノート』 既知の問題を含む、Service Registryの最新情
報を記載しています。
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表 P–1 Service Registryのマニュアル (続き)
マニュアルタイトル 内容

『Service Registry 3 2005Q4管理ガイド』 Service Registryのインストール後の設定方法
やレジストリに付属する管理ツールの使用方
法について説明します。また、その他の管理
作業の実行方法についても説明します。

『Service Registry 3 2005Q4ユーザーズガイ
ド』

Service RegistryのWebコンソールによる
Service Registryの検索方法やデータの発行方
法について説明します。

『Service Registry 3 2005Q4開発者ガイド』 JAXR (Java API for XML Registries)による
Service Registryの検索方法やデータの発行方
法について説明します。

関連マニュアル
Service Registryをインストールすると、それは Sun Java System Application Server
に配備されます。Application Serverの管理方法については、『Sun Java System
Application Server Enterprise Edition 8.1 2005Q2 Administration Guide』を参照して
ください。

Java ESのマニュアルセットでは、配備計画やシステムのインストールについて説明
しています。システムマニュアルの URL
は、http://docs.sun.com/coll/1286.1です。Java ESの概要を把握するには、
これらのマニュアルを次の表に記載されている順番で参照してください。

表 P–2 Java Enterprise Systemのマニュアル

マニュアルタイトル 内容

『Sun Java Enterprise
System 2005Q4 Release Notes』

既知の問題を含む、Java ESの最新情報を記載していま
す。さらに、コンポーネントごとのリリースノートも
用意されています。

『Sun Java Enterprise
System 2005Q4 Documentation
Roadmap』

Java ESに関するすべてのマニュアルについて説明しま
す。システム全体に関するマニュアルと、個々のコン
ポーネントに関するマニュアルの両方を含みます。

『Sun Java Enterprise
System 2005Q4 Technical
Overview』

Java ESの技術的、概念的な基礎について概説します。
コンポーネント、アーキテクチャー、プロセス、およ
び機能について説明します。
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表 P–2 Java Enterprise Systemのマニュアル (続き)
マニュアルタイトル 内容

『Sun Java Enterprise
System 2005Q4 Deployment
Planning Guide』

Java ESに基づく企業向け配備ソリューションの計画と
設計について概説します。配備計画と配備設計に関す
る基本的な概念や原則について説明し、ソリュー
ションのライフサイクルについて説明し、Java ESに基
づくソリューションを計画する際に参考になる高レベ
ルの例や方針を提供します。

『Sun Java Enterprise
System 2005Q4 Installation Planning
Guide』

Java ES配備のハードウェア、オペレーティングシステ
ム、ネットワークの各側面に対する実装仕様を作成す
る際に役立つ情報を提供します。コンポーネント間の
依存関係など、インストール計画時や設定計画時に解
決すべき問題について説明します。

『Sun Java Enterprise
System 2005Q4 Installation Guide for
UNIX』

Solarisオペレーティングシステムまたは Linuxオペ
レーティングシステムへの Java ESのインストール手順
について説明します。また、インストール後に各コン
ポーネントを設定する方法や各コンポーネントが正し
く動作しているか確認する方法についても説明しま
す。

『Sun Java Enterprise
System 2005Q4 Installation
Reference』

設定パラメータに関する追加情報や設定計画時に使用
するワークシートを提供するほか、デフォルトの
ディレクトリやポート番号など、各種リファレンス情
報の一覧表も提供します。

『Sun Java Enterprise
System 2005Q1 Deployment
Example Series: Evaluation
Scenario』

Java ESを 1つのシステムへインストールし、一連のコ
アサービス、共有サービス、およびネットワークサー
ビスを確立し、確立したサービスにアクセス可能な
ユーザーアカウントを設定する方法について説明しま
す。

『Sun Java Enterprise
System 2005Q4アップグレードガイ
ド』

Solarisオペレーティングシステムまたは Linuxオペ
レーティング環境における Java ESのアップグレード手
順について説明します。

『Sun Java Enterprise System
Glossary』

Java ESのマニュアルで使用されている用語を定義しま
す。

Java ESとそのコンポーネントに関するすべてのマニュアルの URL
は、http://docs.sun.com/prod/entsys.05q4です。

デフォルトのパスとファイル名
次の表は、このマニュアルで使用されているデフォルトのパス名とファイル名につい
て説明したものです。
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表 P–3デフォルトのパスとファイル名

プレースホルダ 説明 デフォルト値

ServiceRegistry-base Service Registryのベースインス
トールディレクトリを表しま
す。

Solarisシステムの場合:
/opt/SUNWsoar

Linuxシステムの場合:
/opt/sun/SUNWsoar

RegistryDomain-base Service Registry用のApplication
Serverドメインや Service
Registryデータベースが格納され
るディレクトリを表します。

Solarisシステムの場合:
/var/opt/SUNWsoar

Linuxシステムの場合:
/var/opt/sun/SUNWsoar

表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用しま
す。

表 P–4表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレクトリ
名、画面上のコンピュータ出力、コード
例を示します。

.loginファイルを編集しま
す。

ls -a を使用してすべての
ファイルを表示します。

machine_name% you have
mail.

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上のコ
ンピュータ出力と区別して示します。

machine_name% su

Password:

aabbcc123 変数を示します。実際に使用する特定の
名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm
filenameと入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャ・ユーザー
ズガイド』を参照してくださ
い。

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー名、
強調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照
してください。

この操作ができるのは、「スー
パーユーザー」だけです。
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表 P–4表記上の規則 (続き)
字体または記号 意味 例

\ 枠で囲まれたコード例で、テキストが
ページ行幅を超える場合に、継続を示し
ます。

sun% grep ‘^#define \

XV_VERSION_STRING’

コード例は次のように表示されます。

� Cシェル

machine_name% command y|n [filename]

� Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェル

$ command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]

[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。

コマンド例のシェルプロンプト
次の表は、デフォルトのシステムプロンプトとスーパーユーザープロンプトを示した
ものです。

表 P–5シェルプロンプト

シェル プロンプト

UNIXおよび Linuxシステムの Cシェル machine_name%
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表 P–5シェルプロンプト (続き)
シェル プロンプト

UNIXおよび Linuxシステムの Cシェルのスーパーユーザー machine_name#

UNIXおよび Linuxシステムの Bourneシェルおよび Kornシェル $

UNIXおよび Linuxシステムの Bourneシェルおよび Kornシェルの
スーパーユーザー

#

Microsoft Windowsのコマンド行 C:\

記号の表記規則
次の表では、このマニュアルで使用する記号について説明します。

表 P–6記号の表記規則

記号 説明 例 意味

[ ] 省略可能な引数およびコ
マンドオプションを含み
ます。

ls [-l] -lオプションは必須ではありま
せん。

{ | } 必須コマンドオプション
の選択肢を含みます。

-d {y|n} -dオプションには、引数 yまた
は引数 nを指定する必要がありま
す。

${ } 変数の参照を示します。 ${com.sun.javaRoot} com.sun.javaRoot変数の値を
参照します。

- 同時に押すキーを連結し
ます。

Control-A CtrlキーとAキーを同時に押しま
す。

+ 連続して押すキーを連結
します。

Ctrl + A + N Ctrlキーを押して離したあと、後
続のキーを押します。

→ グラフィカルユーザーイ
ンターフェイスでのメ
ニュー項目の選択を示し
ます。

「ファイル」→「新規」
→「テンプレート」

「ファイル」メニューから「新
規」を選択します。「新規」サブ
メニューから「テンプレート」を
選択します。
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マニュアル、サポート、およびトレーニ
ング

Sunのサービス URL 内容

マニュアル http://jp.sun.com/documentation/ PDF文書および HTML文書
をダウンロードできます。

サポートおよび
トレーニング

http://jp.sun.com/supportraining/ 技術サポート、パッチのダ
ウンロード、および Sunの
トレーニングコース情報を
提供します。
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第 1章

Service Registryの設定およびセット
アップ

この章では、Service Registryのインストール後の設定方法およびその他の管理作業の
実行方法について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

� 15ページの「Service Registryの設定」
� 23ページの「外部Webサイトへのアクセス許可」
� 24ページの「管理者の作成」
� 26ページの「Webコンソールの設定」
� 31ページの「Service Registryの再インストール」
� 32ページの「データベースのバックアップおよび復元」

Service Registryの設定
レジストリのデフォルトのプロパティー設定を使って Service Registryのインストー
ル後の設定を実行する方法については、『Sun Java Enterprise System 2005Q4
Installation Guide for UNIX』を参照してください。カスタムプロパティー設定を使用
するには、設定を実行する前に、ファイル
ServiceRegistry-base/install/install.propertiesを編集します。

ServiceRegistry-baseの場所は、Solarisオペレーティング環境の場合は
/opt/SUNWsoar、Linuxシステムの場合は /opt/sun/SUNWsoarになります。
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注 – Service Registryを設定する前に、Sun Java System Application Server
(「Application Server」)をインストールおよび設定しておく必要があります。
Service Registryの設定プロセスは、レジストリをApplication Serverドメイン内にイ
ンストールします。

Application Serverはデフォルトの場所にインストールすることをお勧めします。
Application Serverをデフォルト以外の場所にインストールした場合には、Service
Registryを設定する前に 22ページの「非デフォルトApplication Serverインストー
ルに対する Service Registryの設定」の手順に従ってください。

install.propertiesファイルには、一連の変更可能なプロパティー設定が含まれ
ています。表 1–1に記載されたプロパティーは、インストールプロセスによって使用
されるものです。各プロパティー名には、プレフィックス registry.install. (末
尾はピリオド)が付加されます。これらのプロパティーの大部分は、レジストリ用に
作成されたApplication Serverドメインにデフォルト以外のポートを設定します。

表 1–1 Service Registryインストールプロパティー

プロパティー名 説明
デフォルトのプロパ
ティー値

DomainName Application Serverドメイ
ン名

registry

ServerInstancePort Application Server HTTP
ポート。

6060

ServerInstanceSecurePort Application Server HTTPS
ポート。

6443

ServerJMSPort Application Server
Message Queueポート

6484

ServerIIOPPort Application Server IIOP
ポート

6485

ServerIIOPSecurePort Application Server IIOPセ
キュアポート

6486

ServerIIOPMutualAuthPort Application Server IIOP相
互認証ポート

6487

AdministrationJMXPort Application Server JMX
ポート

6488

AdministrationPort Application Server管理
サーバーポート

6489

16 Service Registry 3 2005Q4管理ガイド • 2005年 10月



表 1–1 Service Registryインストールプロパティー (続き)

プロパティー名 説明
デフォルトのプロパ
ティー値

AdministratorUserID Application Server管理
サーバーへのアクセス時に
使用するユーザー名

admin

AdministratorPassword Application Server管理
サーバーへのアクセス時に
使用するパスワード

12345678

ApplicationServerKeystorePassword Application Serverキース
トアへのアクセス時に使用
するパスワード

12345678

RegistryServerKeystorePassword Service Registryキースト
アへのアクセス時に使用す
るパスワード

12345678

� 設定なしインストール後にカスタムプロパティー
を使って Service Registryを設定する方法
レジストリを設定するには、rootとしてログインするか、スーパーユーザーになる
必要があります。

1. ディレクトリ ServiceRegistry-base/installに移動します。

2. ファイル install.properties内の変更可能なプロパティーを編集します。

セキュリティー上の理由により、このファイルの編集時にはパスワード値を変更し
ないことをお勧めします。代わりに、コマンド行でそれらの値を指定します。

3. ファイルの編集が完了したら、次のコマンドを実行します (すべてを 1行で入力)。

Solaris の場合: /usr/sfw/bin/ant -f build-install.xml install

Linux の場合: /opt/sun/bin/ant --noconfig -f build-install.xml
install

antコマンドが動作するには、JAVA_HOME環境変数が設定されている必要があり
ます。通常はこの変数を次の値に設定します。

/usr/jdk/entsys-j2se

変更後のパスワードをコマンド行で指定するには、コマンドのオプションを次のよ
うに指定します (すべてを 1行で入力)。

/usr/sfw/bin/ant -f build-install.xml
-Dregistry.install.RegistryServerKeystorePassword=passwd1
-Dregistry.install.AdministratorPassword=passwd2
-Dregistry.install.ApplicationServerKeystorePassword=passwd3 install

始める前に

手順
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レジストリ設定プロセスは、
RegistryDomain-base/domains/${registry.install.DomainName}に
Application Serverドメインを作成します。デフォルトのドメイン名は、
registryです。その後、設定プロセスは、そのドメインを起動し、レジストリ
を配備したあと、その実行中のドメインをそのままの状態にしておきます。

レジストリ設定プロセスは、レジストリデータベースとサーバーキーストアを
ディレクトリ RegistryDomain-base/3.0内にインストールします。このディレクト
リはレジストリをアンインストールしても削除されませんが、これは、そのデータ
ベースを将来のリリースにおいても使用できるよう保護するためです。このディレ
クトリを削除するかどうかや、削除する場合のタイミングは、管理者によって制御
されます。

RegistryDomain-baseの場所は、Solarisオペレーティング環境の場合は
/var/opt/SUNWsoar、Linuxシステムの場合は /var/opt/sun/SUNWsoarに
なります。

4. ant install コマンドの出力にエラーが含まれていないか確認します。

エラーが存在しない場合には、Webコンソールまたは管理ツールを使い始めるこ
とができます。

� 管理ツールの使用を有効にする方法
管理者のロールを持つユーザーに限定された管理ツール作業を実行するには、管理
ツールマニフェストのクラスパスにある特定の JARファイルを追加することによって
バグを回避する必要があります。

1. 自分自身がまだ ServiceRegistry-base/installディレクトリ内にいることを確認し
ます。

2. 配備されたレジストリ内のファイル soapprocessor.jarを、レジストリの lib
ディレクトリにコピーします。次のコマンドを実行します (すべてを 1行で入力)。

cp
RegistryDomain-base/domains/registry/applications/j2ee-modules/soar/WEB-INF/lib/soapprocessor.jar
../lib

3. admin.jar.manifest.fixインストールターゲットを次のようにして実行しま
す。

Solaris の場合: /usr/sfw/bin/ant -f build-install.xml
admin.jar.manifest.fix

Linux の場合: /opt/sun/bin/ant --noconfig -f build-install.xml
admin.jar.manifest.fix

手順
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Service Registry用Application Serverドメインの
管理
Service Registryの設定プロセスはデフォルトで、registryという名前の
Application Serverドメインを作成し、そこに Service Registry Webアプリケーション
を配備します。このドメインは、RegistryDomain-base/domains/registryディレク
トリ内に存在します。

この場所は、Application Serverドメインのデフォルトの場所である、
/var/opt/SUNWappserver/domains (Solaris)、
/var/opt/sun/appserver/domains (Linux)とは異なります。

registryドメインを管理するには、Application Server管理コンソール (「管理コン
ソール」)を使用できます。管理コンソールを使えば、ドメインの起動と停止、サー
バーログの表示など、各種の管理作業を行えます。詳細については、20ページ
の「Application Server管理コンソールを使用する方法」を参照してください。

また、サーバーログを直接確認することもできます。このログはファイル
RegistryDomain-base/domains/registry/logs/server.log内に格納されていま
す。

また、asadminコマンドを使って registryドメインを管理することも可能です。
ただし、このドメインはデフォルトの場所に存在しないため、--domaindirオプ
ションをサポートする asadminコマンドを使用する際には、そのオプションを指定
する必要があります。

registryドメインのパスワードファイルは、ServiceRegistry-base/pw.txtです。
registryドメインを管理する際には、このパスワードファイルを、asadminコマ
ンドの --passwordfileオプションの引数として指定します。

registryドメインでは、デフォルトのApplication Serverドメインである domain1
との間で衝突が発生しないように、一連の非デフォルトポートが使用されます。表
1–2に、それらのポートの一覧と説明を示します。詳細については、『Sun Java
System Application Server Enterprise Edition 8.1 2005Q2 Administration
Guide』の「Ports in the Application Server」を参照してください。

表 1–2 Service Registryドメインのデフォルトのポート

ポート値 説明

6060 HTTPポート

6443 HTTPS over SSL

6484 Message Queueポート

6485 IIOPポート

6486 IIOP SSLポート
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表 1–2 Service Registryドメインのデフォルトのポート (続き)
ポート値 説明

6487 IIOP相互認証ポート

6488 JMXポート

6489 Application Serverドメイン管理ポート

� Application Server管理コンソールを使用する方法

1. Webブラウザで URL https://hostname:6489/にアクセスします。

hostnameは、Application Serverと Service Registryが動作しているシステムで
す。

2. 提供された証明書を受け入れます。

ログインページが表示されます。

3. ログインページの「ユーザー名」フィールドに「admin」と入力します。

4. 「パスワード」フィールドに Application Server管理者パスワードを入力しま
す。レジストリ設定時に AdministratorPasswordプロパティーに指定した値
を使用します。デフォルトは 12345678です。

5. 「ログイン」をクリックします。

管理コンソールの使用方法の詳細については、管理コンソールのオンラインヘルプま
たは『Sun Java System Application Server Enterprise Edition 8.1 2005Q2
Administration Guide』を参照してください。

Service Registryのロギングレベルを変更するには、『Sun Java System Application
Server Enterprise Edition 8.1 2005Q2 Administration Guide』の「To configure log
levels」の手順に従います。「追加プロパティー」領域で指定すべきプロパティー
は、org.apache.commons.logging.simplelog.log.org.freebxml.omarで
す。

� レジストリ用Application Serverドメインを停止および再
起動する方法
レジストリの設定プロセスは、レジストリの配備先となるApplication Serverドメイ
ンを起動します。特定の管理作業を実行し終わったら、そのドメインを停止および再
起動する必要があります。そうした作業の例としては、23ページの「外部Webサイ
トへのアクセス許可」や 24ページの「管理者の作成」が挙げられます。

ドメインを再起動する必要がある場合には、管理コンソールからユーザーにその旨が
通知されます。管理コンソールを使えばその作業を実行できます。asadminコマンド
を使用している場合には、Antタスクを使ってドメインを停止および起動できます。

手順
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1. Service Registryインストールディレクトリに移動します。

cd ServiceRegistry-base/install

2. 次のコマンドを実行します (すべてを 1行で入力)。

Solaris の場合: /usr/sfw/bin/ant -f build-install.xml
appserver.domain.bounce

Linux の場合: /opt/sun/bin/ant --noconfig -f build-install.xml
appserver.domain.bounce

このターゲットは、ドメインを停止したあと、ドメインを再起動します。

build-install.xmlファイルには、レジストリ用ドメインの停止と起動を別個
に行うためのAntターゲットも含まれています。このドメインを停止するには、
Antターゲット appserver.domain.stopを使用します。このドメインを起動
するには、Antターゲット appserver.domain.startを使用します。

� レジストリ用ドメイン内の信頼できる証明書に
ルート証明書を追加する方法
この作業を行うと、Application Server registryドメイン内の信頼できる証明書リ
ストが拡張されます。

この作業は、ユーザーがサードパーティーの証明書を使用し、そのサードパーティー
のルート証明書発行局 (CA)の証明書がApplication Serverの truststore内にまだ存在
しない場合にのみ実行します。レジストリで発行された証明書のみを使用する場合
は、この作業を実行しないでください。

1. サポートする必要があるルート証明書をダウンロードします。ルート証明書を提供
するサイトを次に示します。

� http://www.entrust.net/developer/
� http://www.geotrust.com/resources/root_certificates/
� http://www.thawte.com/roots/
� http://www.verisign.com/support/roots.html

2. 必要に応じて、unzipコマンドを使って、ダウンロードしたアーカイブから .cer
ファイルを取り出します。

注 –ファイルによっては、サフィックスが .derになっています。

3. .cerファイルをディレクトリ ServiceRegistry-base/install/cacertsにコピー
します。

4. ディレクトリ ServiceRegistry-base/installに移動します。

手順

手順
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5. 次のコマンドを実行します (すべてを 1行で入力)。

Solaris の場合: /usr/sfw/bin/ant -f build-install.xml
install.cacerts

Linux の場合: /opt/sun/bin/ant --noconfig -f build-install.xml
install.cacerts

このコマンドは、ディレクトリ ServiceRegistry-base/install/cacerts内で見つ
かったすべての証明書を、Application Serverドメインの truststore内にインス
トールします。

list.cacertsターゲットを使えば、証明書が正しくインストールされたか確認
できます。

6. 20ページの「レジストリ用 Application Serverドメインを停止および再起動する
方法」の手順に従います。

非デフォルトApplication Serverインストールに対
する Service Registryの設定
Application Serverのデフォルトのインストール場所は、Solarisオペレーティング環
境の場合は /opt/SUNWappserver/appserver、Linuxシステムの場合は
/opt/sun/appserverです。Application Serverを別の場所にインストールした場
合、Service Registryを設定する前に install.propertiesを編集する必要があり
ます。

� install.propertiesファイルを編集する方法

1. ServiceRegistry-base/installディレクトリで、ファイル install.properties
をテキストエディタで開きます。

2. プロパティー appserver.root.dirのコメントアウトされた定義を見つけま
す。

3. コメント文字 (#)を削除し、そのプロパティー定義を Application Serverの実際の
場所で置き換えます。

4. install.propertiesファイルを保存して閉じます。

続いて、15ページの「Service Registryの設定」の手順に従います。

手順

次の手順
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非デフォルト Service Registryインストールに対す
る Service Registryの設定
Service Registryのデフォルトのインストール場所は、Solarisオペレーティング環境
の場合は opt/SUNWsoar、Linuxシステムの場合は /opt/sun/SUNWsoarです。
Service Registryを別の場所にインストールした場合、Service Registryを設定する前
に install.propertiesを編集する必要があります。

� install.propertiesファイルを編集する方法

1. ServiceRegistry-base/installディレクトリで、ファイル install.properties
をテキストエディタで開きます。

2. プロパティー soar.sdk.homeおよび soar.server.homeのコメントアウトさ
れた定義を見つけます。

3. 各プロパティーのコメント文字 (#)を削除し、プロパティー定義を Service
Registryの実際の場所で置き換えます。

4. install.propertiesファイルを保存して閉じます。

続いて、15ページの「Service Registryの設定」の手順に従います。

外部Webサイトへのアクセス許可
任意のレジストリオブジェクト内に格納できる ExternalLinkオブジェクトは、そ
のレジストリオブジェクトに関連付けられた URLを指定します。ユーザーが
ExternalLinkオブジェクトを作成できるためには Service Registryが URLを検証
できる必要がありますが、それには外部のWebサイトにアクセスできる必要がありま
す。レジストリがファイアウォールの背後に配備されている場合には、こうしたアク
セスを可能にするプロキシを設定する必要があります。

プロキシ設定を行うには、Service Registryが配備されているApplication Serverイン
スタンスの Java仮想マシン (JVM)オプションとして、Webプロキシのホストとポー
トを指定する必要があります。

� Webプロキシを指定する方法

1. 20ページの「Application Server管理コンソールを使用する方法」の説明に
従って Application Server管理コンソールにログインします。

手順

次の手順
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2. 「設定」ノードを開きます。

3. サーバーノード server-config (Admin Config) を開きます。

4. 「JVM設定」をクリックします。

5. 「JVMオプション」タブをクリックします。

6. 「JVMオプションを追加」をクリックします。

7. テキストフィールドに次のように入力します(すべてを1行で入力)。

-Dhttp.proxyHost=hostname.domainname -Dhttp.proxyPort=8080

ポートの値は通常 8080ですが、実際のポートの値がこれとは異なっている場合に
は、その正しい値を指定します。

8. 「保存」をクリックします。

9. 20ページの「レジストリ用 Application Serverドメインを停止および再起動する
方法」の手順に従います。

管理者の作成
Service Registry管理ツールで行う作業の中には、管理者として登録されているユー
ザーのみが行えるものもあります。さらに、管理者には、ほかのユーザーが送信した
オブジェクトに対するライフサイクル変更 (承認など)の実施を要求されることもあり
ます。

また、管理者は、デフォルトのアクセス制御ポリシー (ACP)を変更することもできま
す。ただし、ACPの記述は現時点では手動による処理であり、OASISの XACML
(eXtensible Access Control Markup Language)の知識が必要になります。詳細につい
ては、『ebXML RIM 3.0』の第 9章「Access Control Information Model」、特に
9.7.6節から 9.7.8節にかけてのサンプルを参照してください。ebXML RIM 3.0仕様を
入手する方法については、7ページの「お読みになる前に」を参照してください。

� 管理者を作成する方法
自分自身を管理者として登録するには、次の手順に従います。

1. 『Service Registry 3 2005Q4ユーザーズガイド』の「ユーザーアカウントの作
成」の説明に従ってユーザー登録を行います。

ダウンロードした証明書のパス名を記録しておきます。証明書ファイルのデフォル
ト名は、generated-key.p12です。

手順
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2. 次のようにして Userオブジェクトの一意の識別子を取得します。

a. Webコンソールを使って、Userに設定したオブジェクト型で基本クエリーを
実行します。

b. 「詳細」リンクをクリックして、レジストリによって作成された Userオブ
ジェクトを表示します。

c. 「一意の識別子」フィールドの値を記録します。

3. ホームディレクトリの次の場所に証明書をコピーします。なお、必要に応じて
ディレクトリを作成します。

$HOME/soar/3.0/jaxr-ebxml/security

4. ディレクトリ
RegistryDomain-base/domains/registry/applications/j2ee-modules/soar/WEB-INF/cla
に移動します。

5. ファイル omar.propertiesをテキストエディタで開きます。

6. プロパティー omar.security.authorization.registryAdministrators
の定義を見つけます。

7. そのプロパティー定義を編集し、縦棒 (|)と手順 2で記録した論理識別子の文字列
を追加します。

プロパティー定義はすべて 1行で入力する必要があります。また、定義内に空白が
含まれていてはいけません。編集後のプロパティー定義は、次のようになります
(すべて 1行に入る)。

omar.security.authorization.registryAdministrators=
urn:freebxml:registry:predefinedusers:registryoperator|
urn:uuid:77f5c196-79de-4286-8483-8d80def3583b

8. omar.propertiesファイルを保存して閉じます。

9. 20ページの「レジストリ用 Application Serverドメインを停止および再起動する
方法」の手順に従います。

別の管理者を追加する場合、omar.propertiesファイルを編集する必要はありませ
ん。管理者になると、管理ツール、Webコンソールのいずれかを使ってユーザーを追
加し、それらのユーザーをWebコンソールを使って管理者として分類することができ
ます。

次の手順
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Webコンソールの設定
管理者は、設定ファイルを編集することにより、Webコンソールの表示方法の一部を
カスタマイズできます。ここでは、次の作業について説明します。

� 26ページの「定義済みクエリーの追加」
� 28ページの「デフォルトクエリーの変更」
� 28ページの「Classification Schemeの非表示」
� 29ページの「検索結果の表示の設定」

Web Consoleの使用方法の詳細については、『Service Registry 3 2005Q4ユーザーズ
ガイド』を参照してください。

定義済みクエリーの追加
Service Registryには定義済みクエリーがいくつか含まれていますが、これらは、Web
コンソール上の「検索」フォームの「定義済みクエリーを選択」ドロップダウンリス
ト内に表示されます。管理者は、対象レジストリインストールに固有の新しいクエ
リーをそのドロップダウンリストに追加できます。

� 定義済みクエリーを追加する方法

1. Webコンソールを使って AdhocQueryオブジェクトをレジストリに発行します。

クエリーに指定した名前と説明は、定義済みクエリーのドロップダウンリストに表
示されます。クエリーの SQL文には、ユーザーが入力するデータのプレースホル
ダを指定します。次のように、対になった一重引用符でデータを囲みます。

select * from registryobject where id = ’’$lid’’

2. AdhocQueryオブジェクトの一意の識別子と SQL文内のプレースホルダを記録し
ます。

3. ディレクトリ RegistryDomain-base/3.0/jaxr-ebxmlに移動します。

4. ファイル registry-browser-config.xmlをテキストエディタで開きます。

5. 次の形式のエントリを registry-browser-config.xmlファイルに追加しま
す。SQL文内の各プレースホルダに対応する Parameter要素を指定します。

<Query>
<AdhocQueryRef id="unique_identifier"/>
<Parameter parameterName="$placeholder_name" datatype="string">
<rim:Name>
<rim:LocalizedString xml:lang="en" charset="UTF-8"

手順
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value="parameter_name_in_en_locale"/>
<rim:LocalizedString xml:lang="fr" charset="UTF-8"
value="parameter_name_in_fr_locale"/>

</rim:Name>
<rim:Description>
<rim:LocalizedString xml:lang="en" charset="UTF-8"
value="parameter_description_in_en_locale"/>

<rim:LocalizedString xml:lang="fr" charset="UTF-8"
value="parameter_description_in_fr_locale"/>

</rim:Description>
</Parameter>
...

</Query>

unique_identifierは、AdhocQueryオブジェクトの一意の識別子です。

各パラメータの parameterName属性は、クエリーの SQL文内のプレースホルダ
から取り込む必要があります。

datatype属性には、次のいずれかの値を指定できます。

� string:パラメータが検索フォーム内でテキストフィールドとして表示されま
す。

� taxonomyElement:パラメータが検索フォーム内でドロップダウンリストとし
て表示されます。taxonomyElementデータ型を指定すると、Name要素およ
び Description要素のあとに次のような SlotList要素が追加されます。

<rim:SlotList>
<rim:Slot name="domain">
<rim:ValueList>
<rim:Value>
classification_scheme_or_concept_id
</rim:Value>

</rim:ValueList>
</rim:Slot>

</rim:SlotList>

classification_scheme_or_concept_idは、Concept (または Subconcept)をドロップ
ダウンリストに表示する必要がある Classification Schemeまたは Conceptの一
意の識別子です。該当する Classification Schemeがレジストリにまだ存在しな
い場合は、発行する必要があります。

スロット名は "domain"にする必要があります。

� boolean:パラメータが検索フォーム内でチェックボックスとして表示されま
す。

datatypeが stringまたは booleanである場合は、defaultValue属性を
Parameter要素に追加して、検索フォームに表示されるデフォルト値を指定する
こともできます。

サポートするすべてのロケールのために、各パラメータの名前と説明に対してロー
カライズされた文字列値を指定します。検索フォーム内のパラメータのラベルに
は、現在のロケールの parameter_nameが表示されます。
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registry-browser-config.xmlファイル内の既存エントリを参考として使用
します。

6. registry-browser-config.xmlファイルを保存して閉じます。

7. 20ページの「レジストリ用 Application Serverドメインを停止および再起動する
方法」の手順に従います。

デフォルトクエリーの変更
「定義済みクエリーを選択」ドロップダウンリストにデフォルトとして表示されるク
エリーは、ユーザーが名前、説明、および分類でレジストリオブジェクトを検索でき
る基本クエリーです。

管理者は、このデフォルトを実際の環境に適したクエリーに変更できます。たとえ
ば、デフォルトクエリーを 26ページの「定義済みクエリーの追加」の手順に従って
レジストリに追加した新しい定義済みクエリーにすることもできます。この変更を行
うには、設定ファイルのプロパティーを編集します。

� デフォルトクエリーを変更する方法

1. ディレクトリ
RegistryDomain-base/domains/registry/applications/j2ee-modules/soar/WEB-INF/classes
に移動します。

2. ファイル jaxr-ebxml.propertiesをテキストエディタで開きます。

3. プロパティー jaxr-ebxml.thin.defaultQueryPanelの定義を見つけます。
デフォルトでは、このプロパティーは次のようにコメントアウトされています。

#jaxr-ebxml.thin.defaultQueryPanel=

4. コメント文字 (#)を削除します。

5. 次の例のように、デフォルトにするクエリーの論理識別子を指定することにより、
このプロパティーの値を設定します。

jaxr-ebxml.thin.defaultQueryPanel=urn:oasis:names:tc:ebxml-regrep:query:MyQuery

6. jaxr-ebxml.propertiesファイルを保存して閉じます。

7. 20ページの「レジストリ用 Application Serverドメインを停止および再起動する
方法」の手順に従います。

Classification Schemeの非表示
Classification schemeのツリー構造は、Webコンソールの次の領域に表示されます。

� 検索フォーム領域 (基本クエリーを選択した場合)

手順
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� 「探索」メニュー領域

� ある種のレジストリオブジェクトの Conceptを選択する必要がある場合に表示さ
れる「ClassificationScheme/Conceptセレクタ」ウィンドウ

管理者は、Service Registryのユーザーが Classification Schemeを使用できないように
する場合に、その Classification Schemeを非表示にできます。Classification Scheme
を非表示にするには、設定ファイル内にプロパティーを定義します。

� Classification Schemeを非表示にする方法

1. ディレクトリ
RegistryDomain-base/domains/registry/applications/j2ee-modules/soar/WEB-INF/cla
に移動します。

2. ファイル jaxr-ebxml.propertiesをテキストエディタで開きます。

3. 次の構文を使ってプロパティー
jaxr-ebxml.registryBrowser.ConceptsTreeModel.hiddenSchemesList
を設定します。プロパティー定義はすべて 1行で入力する必要があります。また、
定義内に空白が含まれていてはいけません。

jaxr-ebxml.registryBrowser.ConceptsTreeModel.hiddenSchemesList=
class_scheme_id1|class_scheme_id2|...

非表示にする各 Classification Schemeの論理識別子を指定します。複数の識別子
を指定する場合は、次の例のように縦棒 (|)を使って識別子を区切ります。

jaxr-ebxml.registryBrowser.ConceptsTreeModel.hiddenSchemesList=
urn:oasis:names:tc:ebxml-regrep:classificationScheme:StatusType|
urn:oasis:names:tc:ebxml-regrep:profile:ws:classificationScheme:BindingType

4. jaxr-ebxml.propertiesファイルを保存して閉じます。

5. 20ページの「レジストリ用 Application Serverドメインを停止および再起動する
方法」の手順に従います。

検索結果の表示の設定
Webコンソールには、デフォルトでは 1つのクエリーに対して一度に 10件の検索結
果が表示されます。10件を超える検索結果が返された場合、ユーザーは追加の検索
ページを表示できます。管理者は、各ページに表示される検索結果の数を変更できま
す。

Webコンソールの検索結果領域には、デフォルトでは特定の列が表示されます。オブ
ジェクトごとに、オブジェクトの型、名前、説明、バージョン、およびバージョンコ
メントが表示されます。一部のオブジェクト型には、非デフォルトの表示が設定され
ています。たとえば、ServiceBindingオブジェクトでは、バージョン情報の代わ
りにエンドポイントが表示に含まれます。管理者は、選択したオブジェクト型につい
て非デフォルトのデータを表示するように設定データを追加できます。

手順
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これらの作業を実行するには、設定ファイルを編集します。

� 検索結果の表示内の行数を設定する方法

1. ディレクトリ
RegistryDomain-base/domains/registry/applications/j2ee-modules/soar/WEB-INF/classes
に移動します。

2. ファイル jaxr-ebxml.propertiesをテキストエディタで開きます。

3. 次のようなプロパティー omar.client.thinbrowser.numSearchResultsの
定義を見つけます。

omar.client.thinbrowser.numSearchResults=10

4. 値として設定されている「10」を希望する値に変更します。

5. jaxr-ebxml.propertiesファイルを保存して閉じます。

6. 20ページの「レジストリ用 Application Serverドメインを停止および再起動する
方法」の手順に従います。

� 検索結果領域の列を設定する方法

1. ディレクトリ RegistryDomain-base/3.0/jaxr-ebxmlに移動します。

2. ファイル registry-browser-config.xmlをテキストエディタで開きます。

3. 次の形式のエントリを registry-browser-config.xmlファイルに追加しま
す。

この例では、Serviceオブジェクトについて非デフォルトの表示を設定していま
す。

<ObjectTypeConfig
className="org.freebxml.omar.client.xml.registry.infomodel.ServiceImpl"
id="urn:oasis:names:tc:ebxml-regrep:ObjectType:RegistryObject:Service">

<SearchResultsConfig>
<SearchResultsColumn columnClass="java.lang.Object"
columnHeader="Object Type" columnWidth="25" editable="false"
method="getObjectType"/>

<SearchResultsColumn columnClass="java.lang.Object"
columnHeader="Name" columnWidth="25" editable="true" method="getName"/>

<SearchResultsColumn columnClass="java.lang.Object"
columnHeader="Description" columnWidth="30" editable="true"
method="getDescription"/>

<SearchResultsColumn columnClass="java.lang.Object"
columnHeader="Status" columnWidth="15" method="getStatusAsString"/>

手順
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<SearchResultsColumn columnClass="java.lang.Object"
columnHeader="Version" columnWidth="5" method="getVersionName"/>

</SearchResultsConfig>
</ObjectTypeConfig>

registry-browser-config.xml には、 ObjectTypeConfig 要素のための構
文が用意されています。ファイル内の既存の要素を例として使用します。これらの
要素は、レジストリオブジェクトについてデフォルトの表示を設定し、
ExternalLinkオブジェクト、ExtrinsicObjectオブジェクト、および
ServiceBindingオブジェクトについて非デフォルトの表示を設定しています。

ほとんどの場合、 ebXML Registry Information Model Version 3.0仕様のクラス属
性からメソッド名を推測できます (詳細については、7ページの「お読みになる前
に」を参照)。getStatusAsStringメソッドは、RegistryObjectImpl実装ク
ラスで見つかります。(ただし、Service Registryの今回のリリースにAPIのド
キュメントは含まれていません。)

4. registry-browser-config.xmlファイルを保存して閉じます。

5. 20ページの「レジストリ用 Application Serverドメインを停止および再起動する
方法」の手順に従います。

6. 再構成の結果を確認するため、Webコンソールの「検索」メニューまたは「探
索」メニューを使って、変更した列のオブジェクトを表示します。

Service Registryの再インストール
Service Registryのアンインストールと再インストールを行う必要がある場合、再イン
ストールを実行する前に次の作業を実行します。

� 保存すべきデータがレジストリデータベースに含まれている場合、32ページ
の「データベースのバックアップおよび復元」の説明に従ってデータベースの
バックアップを取ります。

� レジストリ用Application Serverドメインを停止したあと、このドメインを削除し
ます。このドメインを削除しなかった場合、再インストールされたレジストリのイ
ンストール後設定が失敗します。

Service Registryデータベースを再インストールする必要がある場合 (たとえば、デー
タベースが破損した場合など)は、32ページの「Service Registryデータベースを再
インストールする方法」の手順に従います。データベースを再インストールする前に
アンインストールする必要はありません。
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� レジストリ用Application Serverドメインを停止お
よび削除する方法

1. ディレクトリ ServiceRegistry-base/installに移動します。

2. 次のコマンドを実行します (すべてを 1行で入力)。

Solaris の場合: /usr/sfw/bin/ant -f build-install.xml
appserver.domain.stop

Linux の場合: /opt/sun/bin/ant --noconfig -f build-install.xml
appserver.domain.stop

3. 次のコマンドを実行します (すべてを 1行で入力)。

Solaris の場合: /usr/sfw/bin/ant -f build-install.xml
appserver.domain.delete

Linux の場合: /opt/sun/bin/ant --noconfig -f build-install.xml
appserver.domain.delete

� Service Registryデータベースを再インストールす
る方法

1. ディレクトリ ServiceRegistry-base/installに移動します。

2. 次のコマンドを実行します (すべてを 1行で入力)。

Solaris の場合: /usr/sfw/bin/ant -f build-install.xml install.db

Linux の場合: /opt/sun/bin/ant --noconfig -f build-install.xml
install.db

データベースのバックアップおよび復元
このレジストリはApache Derbyデータベースを使用しています。このデータベース
は、デフォルトでディレクトリ RegistryDomain-base/3.0/data/registry/soar/
にあります。

データベースのバックアップ方法および復元方法については、Apache Derbyのド
キュメントを参照してください。

手順
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� Apache Derbyのドキュメントを見つける方法

1. Webブラウザで、Apache DerbyのWebサイト
(http://db.apache.org/derby/)にアクセスします。

2. 「Manuals」タブをクリックします。

3. 「10.0 Manuals」をクリックします。

4. 「Server & Admin Guide」を探します。

5. データベースのバックアップや復元に関する項目を探します。

手順
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第 2章

管理ツールの使用

この章では、Service Registryの管理ツールの使用方法について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

� 35ページの「管理ツールについて」
� 36ページの「管理ツールの起動」
� 39ページの「管理ツールの機能」
� 41ページの「管理ツールコマンドの使用」

管理ツールについて
Service Registry管理ツールは、レジストリへの関連付けの追加やレジストリからのオ
ブジェクトの削除といった一般的な管理作業を行うための、単純なコマンド行インタ
フェースを提供します。

このツールは次の 2つのモードのいずれかで動作します。

� バッチモードでは、ツールのコマンド行で 1つまたは複数のコマンドを指定しま
す。

� 対話型モードでは、ツールの対話型シェル内でコマンドを入力します。

lsや rmなどのいくつかのコマンドは、ファイルやフォルダの操作に用いられる有名
な UNIX®コマンドの名前と動作の両方を模倣しています。その他のコマンドについ
ては、対応する UNIXコマンドはありません。
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管理ツールの起動
管理ツールを起動するには、admin-tool.jarファイルを実行します。

java -jar ServiceRegistry-base/lib/admin-tool.jar [options]...

ServiceRegistry-baseの場所は、Solarisオペレーティング環境では /opt/SUNWsoar、
Linuxシステムでは /opt/sun/SUNWsoarです。

ツールの起動時に表示される警告は無視してください。重要なものではありません。

管理ツールを終了するには、quitコマンドを使用します。

管理者だけに使用が限定されているコマンドを実行するには、コマンド行から次のよ
うに、証明書ファイル (つまりキーストア)の種類、場所、およびパスワードを指定す
る必要があります (すべてを 1行で入力)。

java -Djaxr-ebxml.security.storetype=PKCS12 \
-Djaxr-ebxml.security.keystore=security/filename.p12 \
-Djaxr-ebxml.security.storepass=password -jar admin-tool.jar

ここで、filenameは、証明書ファイルのルート名 (デフォルトでは
generated-key)、passwordは、証明書作成時にこのファイルの保護用として指定さ
れたパスワードです。場所 security/filename.p12は、ディレクトリ
$HOME/soar/3.0/jaxr-ebxmlからの相対パスです。

入力の手間を省くには、このコマンドを実行するスクリプトを作成します。

バッチモード
管理ツールをバッチモードで実行するには、管理ツール起動時のコマンド行で
-commandオプションを指定します。

たとえば、次のコマンドは、lsコマンドを実行します。

java -jar ServiceRegistry-base/lib/admin-tool.jar -command "ls *.html"

管理ツールは、コマンドとその応答を画面上にエコーし、コマンドの実行が完了する
と処理を終了します。

シェルにとって特別な意味を持つ文字は、必ず正しくエスケープするようにしてくだ
さい。

対話型モード
管理ツールを対話型モードで実行するには、コマンド行で -command以外の任意のオ
プションを指定して管理ツールシェルを起動します。または、次の例のように、オプ
ションを指定せずに管理ツールシェルを起動します。
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java -jar ServiceRegistry-base/lib/admin-tool.jar

管理ツールは、次のプロンプトを表示し、ユーザーからの入力を待ちます。

admin>

管理ツールのコマンド行オプション
管理ツールは、37ページの「形式」にリストされ、37ページの「オプション」で説
明されているコマンド行オプションを認識します。

形式
[-alias alias] [- command commands] [-debug] [-help]
[-keypass keypass ] [-localdir localdir] [-locale locale] [- registry url]
[-root locator [-create]] [-sqlselect SQL_statement] [-verbose]

オプション
-alias キーストア内のユーザーの証明書にアクセスする際に使用するエ

イリアス。ユーザー登録時に使用したエイリアスを指定します。

-command 対話型シェルからコマンドを取得しないで実行する管理ツールコ
マンドシーケンス。複数のコマンドを区切るには、セミコロン
(;)を使用します。commandsに quitコマンドを含める必要はあ
りません。コマンド区切り文字でないセミコロンを使用する必要
がある場合は、セミコロンの前に円記号を付けます。

\;

管理ツールを実行しているシェルが、円記号をもう 1つの円記号
でエスケープすることを要求する可能性があります。

\\;

特定のコマンドに空白が含まれている場合、ツールがそのコマン
ドシーケンスを複数のコマンド行パラメータとしてではなく 1つ
のパラメータとして処理できるように、そのシーケンス全体を一
重引用符または二重引用符で囲みます。シェルもまたセミコロン
をシェルコマンドの区切り文字として解釈する場合には、複数の
管理ツールコマンドのシーケンスを常に引用符で囲む必要があり
ます。

-create -rootオプションで指定された RegistryPackageオブジェク
トとそのすべての親 RegistryPackageオブジェクトを、必要
に応じて作成します。このオプションが有効になるのは、管理
ツールの実行ユーザーがオブジェクト作成権限を持っている場合
だけです。
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-debug デバッグ時に役立つ追加情報を出力します。

-help これらのオプションの一覧を表示します。

-keypass キーストア内のユーザーの証明書にアクセスする際に使用するパ
スワード。ユーザー登録時に使用したパスワードを指定します。

-localdir ローカルファイルシステム内のベースディレクトリ。ローカル
ファイルシステム内のファイルに関係するコマンドの場合に指定
します。

-locale エラーメッセージや状態メッセージ用のリソースバンドルを選択
する際に使用するロケール (en、frなど)。デフォルトは、Java
仮想マシン (JVM)によって決定されます。

-registry 接続先となる ebXMLレジストリの URL。デフォルトは、
http://localhost:6060/soar/registry/soapです。

-root リポジトリを RegistryPackageオブジェクトのツリーとして
扱うコマンドにおいてベースとして使用される
RegistryPackageのロケータ (/registry/userDataなど)。
なお、こうしたツリー内の各オブジェクトには、ほかの
RegistryObjectオブジェクトや RegistryPackageオブ
ジェクトが含まれます。デフォルトは、すべてのユーザーのデー
タ用に定義された RegistryPackageである、
/registry/userDataです。

-sqlselect レジストリオブジェクトを選択するための SQL_statementを実行
します。この文は、selectで始まる完全な SQL文であるべきで
す。この SQL文は、引用符で囲む必要がありますが、末尾にセミ
コロンを付ける必要はありません。このオプションを指定したあ
とで、引数なしの selectコマンドを使用した場合、
SQL_statement以外の引数を持つ selectコマンドを使用するま
でその SQL_statementが繰り返し実行されます。

-v | -verbose 状態メッセージの冗長出力を指定します。

注 – -helpオプションの出力には、このリリースでサポートされていないオプション
が 2つ表示されます。-classと -propertyです。
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管理ツールの機能
ここでは、管理ツールの次の特徴について説明します。

� 39ページの「権限」
� 39ページの「例外の表示」
� 39ページの「レジストリオブジェクトの特定」
� 40ページの「ロケールの名前指定への影響」
� 40ページの「大文字と小文字の区別」

権限
管理ツール使用時に実行可能なアクションは、ツール起動時に指定されたキーエイリ
アスとパスワードに対応するユーザーに許可されているアクションだけです。コマン
ドの中には、chownのように、管理者のロールを持つユーザーだけが実行できるもの
もあります。詳細については、24ページの「管理者の作成」を参照してください。

例外の表示
管理ツールを使えば、コマンド失敗時に長いスタックトレースが表示されるのを回避
できます。

コマンドが失敗した場合、管理ツールは、スタックトレースの 1行目を出力したあ
と、次のメッセージを表示します。

An error occurred when executing the function. Use the show exception
command to view messages.

より詳しい情報が必要な場合には、続けて show exception コマンドを実行して、
完全なスタックトレースを確認します。

show exception コマンドは常に、直前のコマンドに対するスタックトレースを表
示します。

レジストリオブジェクトの特定
レジストリオブジェクトの特定方法としてもっともよく使用されるのは、名前による
特定です。ただし、通常は registryルートから RegistryPackageまでのパスに
よって RegistryPackageオブジェクトを特定します。たとえば、
/registry/userDataは、userData RegistryPackageへのパスです。
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一部の名前一致では、ワイルドカードがサポートされています。1文字に一致させる
には疑問符 (?)を使用します。0個以上の文字に一致させるにはアスタリスク (*)を使
用します。

cdや chownなど、一部のコマンドでは、URN (Uniform Resource Name)によるオブ
ジェクトの特定がサポートされています。ただし、その場合、先頭の urn:まで含め
て指定する必要があります。たとえば、
urn:uuid:2702f889-3ced-4d49-82d1-e4cd846cb9e4は有効な URNです。

chownコマンドでは別の方法もサポートされています。その方法では、先行する
usersコマンドで表示された一覧内の特定の Userを、% numberを使って参照しま
す。

一部のコマンドでは、空白を含む名前を入力できます。その場合、名前全体を二重引
用符で囲むか、名前に含まれる各空白の直前に円記号を付けます。

selectコマンドでは、SQLのワイルドカードがサポートされています。複数の文字
に一致させるにはパーセント記号 (%)を、1文字に一致させるにはアンダースコア (_)
を、それぞれ使用します。

ロケールの名前指定への影響
RegistryObject (または RegistryPackage)は、異なるロケールに関連付けられ
た複数の名前を持つことができます。

ユーザーが指定したパスやオブジェクト名は、現在のロケールだけに基づいて評価さ
れます。複数の名前を持つレジストリオブジェクトを名前で選択しようとした場合、
ユーザーが入力した名前の一致対象となるのは、そのレジストリオブジェクトの名前
の 1つの選択肢 (現在のロケールにもっとも近いロケールを持つ選択肢)のみです。そ
のレジストリオブジェクトの複数の名前すべてが一致対象になるわけではありませ
ん。

たとえば、現在の RegistryPackageが 1つのメンバーオブジェクトを持ち、その
メンバーオブジェクトが 2つの名前を持ち、それぞれの名前が異なるロケールに関連
付けられているとします。具体的には、redが en (英語)ロケールに、rougeが fr
(フランス語)ロケールに、それぞれ関連付けられています。現在のロケールが enで
ある場合、コマンド ls rouge を実行してもそのメンバーオブジェクトは表示されま
せんが、ロケールが fr (またはその派生の 1つ)である場合には、そのコマンドに
よってそのメンバーオブジェクトが表示されます。

大文字と小文字の区別
管理ツールが認識するコマンド名やリテラルパラメータでは、大文字、小文字の区別
はありません。たとえば、ls、Ls、LSはすべて同等です。
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値が指定されたオプションは、そのオプションを使用するコードにそのまま渡されま
す。

管理ツールコマンドの使用
次では、利用可能なコマンドについて説明します。各コマンドの形式、オプション説
明、およびオペランド説明は、次の文字体裁規約に従って記述されています。

� 斜体は、コマンド実行時に実際の値に置き換えるべき、オプション引数またはオペ
ランドを示します。

� オプションまたはオペランドの選択肢は、大括弧 ({ }) で囲まれます。ユーザー
は、この括弧内のオプションまたはオペランドのいずれか 1つを選択する必要があ
ります。複数のオプションまたはオペランドは、縦棒 (|)で区切られます。

� 省略可能な 1 つ以上のオプションまたはオペランドは、角括弧 ([ ]) で囲まれま
す。

� 1つのオプションまたはオペランドに続く省略記号 (...)は、その引数またはオペ
ランドを繰り返し指定できることを示します。

上記以外はすべて、コマンド実行時に含める必要のあるリテラルテキストです。

add association
Associationオブジェクトをレジストリに追加します。

形式
add association -type association-type sourceURN targetURN

説明
add association コマンドは、指定されたタイプの Association オブジェクトを
レジストリに追加します。次のタイプのいずれかを使用できます。

� AccessControlPolicyFor

� AffiliatedWith (Subconceptとして EmployeeOfと MemberOfを持つ)

� Contains

� ContentManagementServiceFor
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� EquivalentTo

� Extends

� ExternallyLinks

� HasFederationMember

� HasMember

� Implements

� InstanceOf

� InvocationControlFileFor (Subconceptとして
CatalogingControlFileForと ValidationControlFileForを持つ)

� OffersService

� OwnerOf

� RelatedTo

� Replaces

� ResponsibleFor

� SubmitterOf

� Supersedes

� Uses

オプション
-type Associationオブジェクトのタイプ。

オペランド
sourceURN ソースオブジェクトの URN。

targetURN ターゲットオブジェクトの URN。

例
次のコマンド (すべてを 1行で入力)は、指定された URNを持つ 2つのオブジェクト
間に RelatedTo関係を作成します。

admin> add association -type RelatedTo
urn:uuid:ab80d8f7-3bea-4467-ad26-d04a40045446
urn:uuid:7a54bbca-2131-4a49-8ecc-e7b4ac86c4fd
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add user
特定のユーザーをレジストリに追加します。

形式
add user [-edit] [- load filename] [-firstname string]
[-lastname string] [-middleName string] - alias string - keypass string
[-post1.type string] [-post1.city string] [-post1.country string]
[- post1.postalcode string] [-post1.stateOrProvince string]
[-post1.street string] [-post2.streetNumber string ]
[-post2.type string] [-post2.city string] [- post2.country string]
[-post2.postalcode string] [-post2.stateOrProvince string]
[-post2.street string] [-post2.streetNumber string ]
[-post3.type string] [-post3.city string] [- post3.country string]
[-post3.postalcode string] [-post3.stateOrProvince string]
[-post3.street string] [-post3.streetNumber string ]
[-telephone1.type string] [-telephone1.areaCode string]
[-telephone1.countryCode string] [-telephone1.extension string]
[-telephone1.number string] [- telephone1.URL string]
[-telephone2.type string] [-telephone2.areaCode string]
[-telephone2.countryCode string] [-telephone2.extension string]
[-telephone2.number string] [-telephone2.URL string ]
[-telephone3.type string] [-telephone3.areaCode string]
[-telephone3.countryCode string] [-telephone3.extension string]
[-telephone3.number string] [- telephone3.URL string]
[-email1.type string] [-email1.address string] [-email2.type string]
[-email12address string] [- email3.type string]
[-email3.address string]

説明
add user コマンドは、User オブジェクトを追加します。User オブジェクトには通
常、PostalAddress、TelephoneNumber、EmailAddressの各オブジェクトが少
なくとも 1つずつ含まれます。

ユーザーに関する情報を指定するには、それらの情報をコマンド行から直接入力する
か、あるいは -loadオプションを使ってそれらの情報を含む Javaプロパティー
ファイルを指定します。情報オプションと -loadオプションは、コマンド行に指定
された順番で評価されます。たとえば、いくつかのプロパティーをコマンド行から指
定し、その他のプロパティーをプロパティーファイルから読み込んだあとで、そのプ
ロパティーファイルの情報を後続のコマンド行オプションで上書きする、といったこ
とも可能です。
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新規ユーザーごとにアドレス、電話番号、および電子メールアドレスを最大 3つずつ
指定できます。それ以上必要な場合も、あとでWebコンソールや JAXRを使って追加
できます。

住所、電話番号、電子メールアドレスのいずれかを指定する際には、
-emailType OfficeEmail のようにタイプの値を指定する必要があります。

コマンド行では、すべてのユーザーで必要となる基本情報のいくつかに対して短形式
オプション (-fnなど)が使用できるようになっています。ただし、そうした情報をプ
ロパティーファイルで指定する場合には、長形式を使用する必要があります。たとえ
ば、ユーザーの 1つ目の電子メールアドレスをコマンド行から指定する場合に
は、- email1.address、-emailAddress、-email のいずれかを使用できます
が、1つ目の電子メールアドレスをプロパティーファイルで指定する場合には、
email1.address=を使用する必要があります。ユーザーの 2つ目の電子メールアド
レスに対するオプションは 1つしか用意されていないため、コマンド行では
-email2.addressを、プロパティーファイル内では email2.address=を、それ
ぞれ使用する必要があります。

-editオプションを指定した場合、新しいユーザーの情報を編集できるように、管理
ツールによってエディタが起動されます。詳細については、オプション説明を参照し
てください。

注 – -loadの読み込み対象または -editの編集対象となるプロパティーファイルで
は、その他のすべての Javaプロパティーファイルと同じく、IS0-8859-1文字が使用さ
れます。ISO-8859-1に含まれない文字をプロパティーファイル内で表現する方法の詳
細については、java.util.Properties.load(InputStream)のドキュメントを
参照してください。

オプション
-edit
これを指定すると、新しいユーザーの情報を編集できるように、管理ツールに
よってエディタが起動されます。ツールによってエディタが起動されるのは、ほか
のコマンド行パラメータが評価されたあとです。したがって、コマンド行またはプ
ロパティーファイル内に指定された情報の評価結果に基づいて編集作業が開始され
ます。編集プログラムが正常に終了しないと、コマンドは続行されません。管理
ツールは、set editor コマンド (58 ページの「set」を参照) で指定されたエ
ディタを起動します。これはデフォルトでは viエディタになっています。

注 –このリリースでは、-editは、emacsclientおよび NetBeans™コマンド
bin/runide.sh --open と組み合わせて使用できますが、動作は保証されておら
ず、viと組み合わせた場合に正常に動作するかどうかは、明らかになっていませ
ん。
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-load
ユーザーのプロパティーが格納された Javaプロパティーファイルを指定します。
そのプロパティー名は、add user コマンドの長形式オプション (lastName、
post1.typeなど)と同一です。

-fn | -firstName
ユーザーの名を指定します。

-ln | -lastName
ユーザーの姓 (名字)を指定します。姓は必須です。コマンド行、プロパティー
ファイル内のいずれかで指定する必要があります。

-mn | -middleName
ユーザーのミドルネームを指定します。

-alias
キーストア内のユーザーの証明書にアクセスする際に使用するエイリアス。このオ
プションは必須です。エイリアスの文字長は 3文字以上である必要があります。

-keypass
キーストア内のユーザーの証明書にアクセスする際に使用するパスワード。このオ
プションは必須です。パスワードの文字長は 6文字以上である必要があります。

-postalType | -post1.type
1つ目の PostalAddressのタイプ。このタイプは必須です。コマンド行、プロパ
ティーファイル内のいずれかで指定する必要があります。値は任意の文字列
(Office、Homeなど)です。

-city | -post1.city
1つ目の PostalAddressの市。

-country | -post1.country
1つ目の PostalAddressの国。

-postalCode | -postcode | - zip | -post1.postalcode
1つ目の PostalAddressの郵便番号。

-stateOrProvince | -state | - province | -post1.stateOrProvince
1つ目の PostalAddressの州または都道府県。

-street | -post1.street
1つ目の PostalAddressの町名。

-streetNumber | -number | - -post1.streetNumber
1つ目の PostalAddressの番地。

-post2.type
2つ目の PostalAddressのタイプ。2つ目の PostalAddressを指定する場合、
そのタイプは必須です。コマンド行、プロパティーファイル内のいずれかで指定す
る必要があります。値は任意の文字列 (Office、Homeなど)です。

-post2.city
2つ目の PostalAddressの市。

-post2.country
2つ目の PostalAddressの国。
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-post2.postalcode
2つ目の PostalAddressの郵便番号。

-post2.stateOrProvince
2つ目の PostalAddressの州または都道府県。

-post2.street
2つ目の PostalAddressの町名。

-post2.streetNumber
2つ目の PostalAddressの番地。

-post3.type
3つ目の PostalAddressのタイプ。3つ目の PostalAddressを指定する場合、
そのタイプは必須です。コマンド行、プロパティーファイル内のいずれかで指定す
る必要があります。値は任意の文字列 (Office、Homeなど)です。

-post3.city
3つ目の PostalAddressの市。

-post3.country
3つ目の PostalAddressの国。

-post3.postalcode
3つ目の PostalAddressの郵便番号。

-post3.stateOrProvince
3つ目の PostalAddressの州または都道府県。

-post3.street
3つ目の PostalAddressの町名。

-post3.streetNumber
3つ目の PostalAddressの番地。

-phoneType | -telephone1.type
1つ目の TelephoneNumberのタイプ。このタイプは必須です。コマンド行、プ
ロパティーファイル内のいずれかで指定する必要があります。値は任意の文字列で
すが、次の既知のタイプのいずれかを指定できます。 Beeper、FAX、
HomePhone、MobilePhone、または OfficePhone。

-areaCode | -telephone1.areaCode
1つ目の TelephoneNumberの市外局番。

-countryCode | -telephone1.countryCode
1つ目の TelephoneNumberの国番号。

-extension | -telephone1.extension
1つ目の TelephoneNumberの内線。

-number | -telephone1.number
1つ目の TelephoneNumberの電話番号サフィックス。国番号や市外局番は含み
ません。この番号は必須です。コマンド行、プロパティーファイル内のいずれかで
指定する必要があります。
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-URL | -telephone1.URL
1つ目の TelephoneNumberの URL (この番号に電子的に電話をかけることのでき
る URL)。

-telephone2.type
2つ目の TelephoneNumberのタイプ。2つ目の TelephoneNumberを指定する
場合、そのタイプは必須です。コマンド行、プロパティーファイル内のいずれかで
指定する必要があります。値は任意の文字列ですが、次の既知のタイプのいずれか
を指定できます。Beeper、 FAX、HomePhone、MobilePhone、または
OfficePhone。

-telephone2.areaCode
2つ目の TelephoneNumberの市外局番。

-telephone2.countryCode
2つ目の TelephoneNumberの国番号。

-telephone2.extension
2つ目の TelephoneNumberの内線。

-telephone2.number
2つ目の TelephoneNumberの電話番号サフィックス。国番号や市外局番は含み
ません。2つ目の TelephoneNumberを指定する場合、その番号は必須です。コ
マンド行、プロパティーファイル内のいずれかで指定する必要があります。

-telephone2.URL
2つ目の TelephoneNumberの URL (この番号に電子的に電話をかけることのでき
る URL)。

-telephone3.type
3つ目の TelephoneNumberのタイプ。3つ目の TelephoneNumberを指定する
場合、そのタイプは必須です。コマンド行、プロパティーファイル内のいずれかで
指定する必要があります。値は任意の文字列ですが、次の既知のタイプのいずれか
を指定できます。Beeper、 FAX、HomePhone、MobilePhone、または
OfficePhone。

-telephone3.areaCode
3つ目の TelephoneNumberの市外局番。

-telephone3.countryCode
3つ目の TelephoneNumberの国番号。

-telephone3.extension
3つ目の TelephoneNumberの内線。

-telephone3.number
3つ目の TelephoneNumberの電話番号サフィックス。国番号や市外局番は含み
ません。3つ目の TelephoneNumberを指定する場合、その番号は必須です。コ
マンド行、プロパティーファイル内のいずれかで指定する必要があります。

-telephone3.URL
3つ目の TelephoneNumberの URL (この番号に電子的に電話をかけることのでき
る URL)。
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-emailType | -email1.type
1つ目の EmailAddressのタイプ。このタイプは必須です。コマンド行、プロパ
ティーファイル内のいずれかで指定する必要があります。値は任意の文字列です
が、次の既知のタイプのいずれかを指定できます。HomeEmailまたは
OfficeEmail。

-emailAddress | -email | - email1.address
1つ目の電子メールアドレス。1つ目の電子メールアドレスは必須です。

-email2.type
2つ目の EmailAddressのタイプ。2つ目の EmailAddressを指定する場合、そ
のタイプは必須です。コマンド行、プロパティーファイル内のいずれかで指定する
必要があります値は任意の文字列ですが、次の既知のタイプのいずれかを指定でき
ます。HomeEmailまたは OfficeEmail。

-email2.address
2つ目の電子メールアドレス。

-email3.type
3つ目の EmailAddressのタイプ。3つ目の EmailAddressを指定する場合、そ
のタイプは必須です。コマンド行、プロパティーファイル内のいずれかで指定する
必要があります。値は任意の文字列ですが、次の既知のタイプのいずれかを指定で
きます。HomeEmailまたは OfficeEmail。

-email3.address
3つ目の電子メールアドレス。

例
次のコマンドは、ユーザーのホームディレクトリ内のファイル
JaneSmith.propertiesから Userのプロパティーを読み込みます。

admin> add user -load ~/JaneSmith.properties

次のコマンド (すべてを 1行で入力)では、Userオブジェクトの作成に最低限必要な
プロパティーを指定しています。

admin> add user -ln Smith -postaltype Office -country US
-phonetype Office -number 333-3333 -emailtype OfficeEmail
-emailaddress JaneSmith@JaneSmith.com -alias 123 -keypass 123456

cd
RegistryPackageの場所を変更します。

形式
cd { locator | URN}
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説明
cdコマンドは、指定されたパスまたは指定された URNを持つ RegistryPackage
にディレクトリ (メタファー)を変更します。

このコマンドは、(現在のロケールに対して)同じパスを持つ RegistryPackageオブ
ジェクトが複数存在する場合には、指定された URNに変更します。

オペランド
locator レジストリのルートからリポジトリ内の特定のオブジェクトまでの、複数

のレジストリオブジェクト名から成るパス。各オブジェクト名の前にはス
ラッシュ (/)を付けます。

たとえば、registry RegistryPackage (これ自身はどの
RegistryPackageのメンバーにもなっていない)のメンバーになっている
userData RegistryPackageのロケータは /registry/userDataであ
り、その userData RegistryPackageのメンバーになっている
folder1 RegistryPackageのロケータは
/registry/userData/folder1です。

URN RegistryPackageの URN。これは、urn:で始まる URNである必要が
あります。

例
次のコマンドは、URN urn:uuid:92d3fd01-a929-4eba-a5b4-a3f036733017
を持つ RegistryPackageにディレクトリを変更します。

admin> cd urn:uuid:92d3fd01-a929-4eba-a5b4-a3f036733017

次のコマンドは、場所 /registry/userData/myDataにディレクトリを変更しま
す。

admin> cd /registry/userData/myData

chown
特定の RegistryObjectの所有者を変更します。

形式
chown { URN | %index}
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説明
chownコマンドは、先行する selectコマンドで選択されたオブジェクトの所有者
を、URNとして指定されたユーザー、または先行する usersコマンドで表示された
一覧内の URNへの参照として指定されたユーザーに変更します。

このコマンドを正常に実行できるのは、管理者のロールを持つユーザーだけです。

オペランド
URN URNによって指定された Userオブジェクト。

%index 先行する usersコマンドで表示された一覧内に含まれる Userオブジェク
トの URNへの番号参照。

例
次のコマンドは、選択されたオブジェクトの所有者を、URN
urn:uuid:26aa17e6-d669-4775-bfe8-a3a484d3e079で指定されるユーザーに
変更します。

admin> chown urn:uuid:26aa17e6-d669-4775-bfe8-a3a484d3e079

次のコマンドは、選択されたオブジェクトの所有者を、先行する usersコマンドで
番号 2に対応しているユーザーに変更します。

admin> chown %2

cp
ファイルとフォルダをレジストリにコピーします。

形式
cp [-owner] {URN | % index} [] [- exclude pattern]… [-include pattern]…
pattern…

説明
cpコマンドは、フォルダおよびファイルをそれぞれ RegistryPackageオブジェク
トおよび ExtrinsicObjectオブジェクトとして、レジストリ内にコピーします。
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ファイルやフォルダのコピー元となるローカルファイルシステム上のローカルディレ
クトリはデフォルトで、管理ツールの起動元である現在のディレクトリになりま
す。-localdirオプションを使えば、管理ツール起動時にローカルディレクトリを
変更できます。また、lcdコマンドを使えば、管理ツール起動後にローカルディスク
を変更できます。show localdir コマンドを使えば、現在のローカルディレクトリ
の絶対パスを取得できます。

このコマンドは再帰的です。つまり、ユーザーが特定のディレクトリを指定すると、
このコマンドはそのディレクトリの下にあるすべてのファイルとフォルダをコピーし
ます。

オプション
-owner 引数の URNまたは %indexに指定されたユーザーに、コピー先のレジ

ストリオブジェクトの所有者を設定します。これらの引数について
は、chownコマンドの説明を参照してください。自分以外の所有者を
指定するには、管理者のロールを持っている必要があります。

-exclude 指定されたパターンを名前に含むファイル以外のすべてのファイルを
コピーします。ここで、patternは、リテラル文字と、特殊文字のアス
タリスク (*) (0個以上の文字を表現)または疑問符 (?) (1文字を表現)
で構成されるパターンです。

このオプションは複数回指定可能です。

-include 指定されたパターンを名前に含むファイルをすべてコピーします。こ
こで、patternは、リテラル文字と、特殊文字のアスタリスク (*) (0個
以上の文字を表現)または疑問符 (?) (1文字を表現)で構成されるパ
ターンです。

このオプションは複数回指定可能です。

オペランド
pattern コピー対象のファイルまたはフォルダ。リテラル文字と、特殊文字のアス

タリスク (*) (0個以上の文字を表現)または疑問符 (?) (1文字を表現)で構
成されるパターンを使って指定します。patternは複数個指定可能です。

例
次のコマンドは、ディレクトリ mydirをレジストリにコピーし、その所有者とし
て、先行する usersコマンドの番号 4に対応するユーザーを設定します。

admin> cp -owner %4 mydir

第 2章 •管理ツールの使用 51



次のコマンドは、ディレクトリ mydirをレジストリにコピーします。ただし、文字
列 .z、.cのいずれかで終わるファイルやディレクトリは除外されます。

admin> cp mydir -exclude \\.z -exclude \\.c

echo
特定の文字列をエコーします。

形式
echo string

説明
echoコマンドは、指定された stringを出力先にエコーします。このコマンドは、管
理ツールをバッチモードで実行する場合に -commandオプション内で指定すると、非
常に便利です。

オペランド
string 文字シーケンス。

例
次のコマンドは、「date」と lsコマンドの結果をログファイルに出力します。

java -jar admin-tool.jar -command "echo ”date”; ls" > admin.log

help
コマンドに関する情報を表示します。

形式
help [command_name]
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説明
helpコマンドは、利用可能なコマンドまたは指定された特定のコマンドに関する情
報を表示します。

addや showなど、サブコマンドを持つコマンドが指定された場合、helpコマンド
はそのサブコマンドに関する情報を表示します。

引数が指定されなかった場合、helpコマンドは、すべてのコマンドの使用法に関す
る情報を表示します。

オペランド
command_name 特定の管理ツールコマンドの名前。

例
次のコマンドは、すべてのコマンドの使用法に関する情報を表示します。

admin> help

次のコマンドは、lcdコマンドの使用法に関する情報を表示します。

admin> help lcd

次のコマンドは、addサブコマンドの使用法に関する情報を表示します。

admin> help add

lcd
ローカルファイルシステム上の現在のディレクトリを変更します。

形式
lcd [path_name]

説明
lcdコマンドは、ローカルファイルシステム上の現在のローカルディレクトリを変更
します。
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引数が指定されなかった場合、lcdコマンドは、現在のディレクトリをユーザーのデ
フォルトホームディレクトリに変更します。

オペランド
path_name ディレクトリ名。絶対パス、相対パスのいずれを使ってもかまいませ

ん。

例
次のコマンドは、現在のローカルディレクトリを /usr/shareディレクトリに変更
します。

admin> lcd /usr/share

次のコマンドは、ローカルファイルシステム上の現在のローカルディレクトリをユー
ザーのデフォルトホームディレクトリに変更します。

admin> lcd

ls
現在の RegistryPackage内のオブジェクトを一覧表示します。

形式
ls { pattern | URN} []

説明
引数が指定されなかった場合、lsコマンドは、現在の RegistryPackage内のオブ
ジェクトを一覧表示します。patternまたは URNが指定された場合は、現在の
RegistryPackage内のオブジェクトのうち、(現在のロケールにおける)名前または
一意の識別子が patternまたは URNに一致するものを一覧表示します。

オペランド
pattern リテラル文字と、特殊文字のアスタリスク (*) (0個以上の文字を表現)また

は疑問符 (?) (1文字を表現)で構成されるパターン。patternは複数個指定
可能です。
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URN urn:uuid:4a6741e7-4be1-4cfb-960a-e5520356c4fdなどの、urn:
で始まる URN。URNは複数個指定可能です。この URNは、オブジェク
トの論理識別子ではなく、一意の識別子である必要があります。

例
次のコマンドは、現在の RegistryPackage内のすべてのオブジェクトを一覧表示
します。

admin> ls

次のコマンドは、パターン urn:bird:poultry:chickenに一致する名前を持つか
urn:bird:poultry:chickenを IDに持つすべてのオブジェクトを一覧表示しま
す。

admin> ls urn:bird:poultry:chicken

次のコマンドは、パターン *bird*に一致する名前を持つすべてのオブジェクトを一
覧表示します (*bird*が有効な IDである場合、このコマンドは、*bird*を IDに
持つオブジェクトも一覧表示する)。

admin> ls *bird*

次のコマンドは、パターン *bird*に一致する名前を持つか、パターン
urn:bird:poultry:chickenに一致する名前を持つか、
urn:bird:poultry:chickenを IDに持つような、すべてのオブジェクトを一覧表
示します。

admin> ls *bird* urn:bird:poultry:chicken

pwd
現在の RegistryPackageへのパスを表示します。

形式
pwd

説明
pwdコマンドは、現在の RegistryPackageへの 1つまたは複数のパスを、現在の
ロケールにもっともふさわしい名前を使って表示します。また、そのパスに対するロ
ケールも表示します。
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例
admin> pwd
(en_US) /registry/userData

quit
管理ツールを終了します。

形式
quit

説明
quitコマンドは管理ツールを終了します。

例
admin> quit

rm
特定の RegistryPackageからオブジェクトを削除します。

形式
rm [-d] [-r] { pattern | URN} []

説明
rmコマンドは、現在の RegistryPackageのメンバーオブジェクトのうち、(現在の
ロケールにおける)名前が patternまたは URNで指定されたパターンに一致するもの
を削除します。
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一致する RegistryObjectが複数の RegistryPackageオブジェクトのメンバーに
なっている場合、このコマンドは、現在の RegistryPackageとそのオブジェクト
との間の関連付けだけを削除します。そのオブジェクトがレジストリから削除される
のは、ほかの RegistryObjectとの関連付けが 1つも存在しない場合だけです。

一致するメンバーオブジェクト自身がほかのオブジェクトを含む RegistryPackage
である場合には、-r、-dのいずれかのオプションが指定されない限り、そのオブ
ジェクトが削除されたり、現在の RegistryPackageとそのメンバー
RegistryPackageとの間の関連付けが削除されたりすることはありません。

-dオプションと -rオプションが両方とも指定された場合は -dオプションが再帰的
に適用されますが、これは、-rの選択対象となるすべてのオブジェクト (とそれらの
関連付け)が、ほかの関連付けの有無にかかわらず削除されるようにするためです。

オプション
-d 現在の RegistryPackageと指定された RegistryPackageとの間の関連付

けを削除します。指定された RegistryPackageが削除されるのは、残りの
関連付けが自身のメンバーオブジェクトに対するものだけである場合に限りま
す。削除された RegistryPackageのメンバーオブジェクトのうち、ほかの
HasMember関連付けのターゲットとして固定されていないものは、レジスト
リのルートのメンバーとしてアクセスできるようになります。

-r 指定された RegistryPackageオブジェクトとその配下にあるすべてのオブ
ジェクトを削除します (ただし、ほかの関連付けを持つオブジェクトが存在す
る場合を除く)。

オペランド
pattern リテラル文字と、特殊文字のアスタリスク (*) (0個以上の文字を表現)また

は疑問符 (?) (1文字を表現)で構成されるパターン。patternは複数個指定
可能です。

URN urn:uuid:4a6741e7-4be1-4cfb-960a-e5520356c4fdなどの、urn:
で始まる URN。URNは複数個指定可能です。

例
次のコマンドは、文字列 "stat"を含むすべての RegistryPackageオブジェクト
と、それらの配下にあるすべてのオブジェクトを削除します。

admin> rm -r *stat*
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select
SQLの select文を実行します。

形式
select [SQL]

説明
selectコマンドは、コマンド全体を 1つの SQLクエリーとして評価することで、指
定されたオブジェクトを選択および一覧表示します。引数が指定されなかった場合、
このコマンドは、先行する selectコマンドまたは -sqlselectオプションに
よって選択されたすべてのオブジェクトを一覧表示します。

オペランド
SQL SQLの select文 (ただし、先頭の selectはすでにコマンド名として存在

しているので含めない)。

例
次のコマンドは、レジストリ内のすべての ClassificationSchemeオブジェクト
を一覧表示します。

admin> select s.* from ClassificationScheme s

set
特定のプロパティーの値を設定します。

形式
set property value
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説明
setコマンドは、管理ツールシェルの特定のプロパティーの値を設定します。

ツールがサポートするプロパティーと値は、次のとおりです。

set debug {true | on | yes | false | off | no}

デバッグメッセージの出力を有効または無効にします。

set editor string

対話型エディタ起動時に管理ツールが使用するコマンドを設定します。UNIXおよび
Linuxシステムにおけるデフォルト値は /bin/viです。

set verbose { true | on | yes | false | off | no}

コマンド実行時における冗長メッセージの出力を有効または無効にします。

オペランド
property 次のプロパティーのいずれかです。debug、editor、verbose。

value 指定されたプロパティーのサポートされている値。詳細については、「説
明」を参照してください。

例
次のコマンドは、エディタをデフォルトの /bin/viではなく、/usr/bin/viに設
定します。

admin> set editor /usr/bin/vi

次のコマンドは、デバッグをオンにします。

admin> set debug true

次のコマンドは、冗長な出力をオフにします。

admin> set verbose off

show
特定のプロパティーの値を表示します。
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形式
show [property]

説明
showコマンドは、管理ツールシェルの特定のプロパティーの値を表示します。

引数が指定されなかった場合、このコマンドはすべてのプロパティーの値を表示しま
す。

このコマンドがサポートするプロパティーは、次のとおりです。

debug デバッグ出力が有効になっているかどうか。

editor 対話型エディタ起動時に管理ツールが使用するエディタ。

exception 直前に実行されたコマンドで発生した例外スタックトレース (存在す
る場合のみ)。

localdir ローカルファイルシステム上の現在のディレクトリ。このプロパ
ティーを設定するには lcdコマンドを使用します。詳細について
は、53ページの「lcd」を参照してください。

locale 現在のロケール。

verbose 冗長出力が有効になっているかどうか。

オペランド
property 現在の値を表示すべきプロパティー。プロパティー exceptionと

localeについては、表示は可能ですが、setコマンドによる値の設定は
行えません。

例
次のコマンドは、直前のコマンドで発生した例外を表示します。

admin> show exception

users
現在の Userオブジェクトを一覧表示します。
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形式
users

説明
usersコマンドは、現在レジストリ内に存在している Userオブジェクトを一覧表示
します。

出力の書式は次のとおりです。

%index: URN lastname, firstname middlename

出力内の indexは数値ですが、chownコマンドまたは cpコマンドを実行する際にこ
の数値をパーセント記号 (%)も含めて使用すれば、特定のユーザーを参照することが
できます。 lastname、firstname、および middlenameは、ユーザーの姓、名、およびミ
ドルネームです。

例
次のコマンドは、現在のユーザーを表示します。

admin> users
%0: urn:freebxml:registry:predefinedusers:registryoperator Operator, Registry
%1: urn:freebxml:registry:predefinedusers:registryguest Guest, Registry
%2: urn:freebxml:registry:predefinedusers:farrukh Najmi, Farrukh Salahudin
%3: urn:freebxml:registry:predefinedusers:nikola Stojanovic, Nikola
%4: urn:uuid:799cc524-b7cd-4e51-8b34-d93b79ac52de User, Test
%5: urn:uuid:85428d8e-1bd5-473b-a8c8-b9d595f82728 Parker, Miles

第 2章 •管理ツールの使用 61



62 Service Registry 3 2005Q4管理ガイド • 2005年 10月



索引

A
add associationコマンド, 41-42
add userコマンド, 43-48
AdhocQueryオブジェクト, Webコンソールへ
の追加, 26-31

-aliasコマンド行オプション, 37
Application Server管理コンソール, 20
Application Serverドメイン

truststoreへのルート証明書の追加, 21-22
管理, 19-21
停止および再起動, 20-21

C
cdコマンド, 48-49
chownコマンド, 49-50
-commandコマンド行オプション, 37
cpコマンド, 50-52
-createコマンド行オプション, 37

D
-debugコマンド行オプション, 37
debugプロパティー
値の表示, 59-60
設定, 58-59

E
echoコマンド, 52

editorプロパティー
値の表示, 59-60
設定, 58-59

exceptionプロパティー,値の表示, 59-60
ExternalLinkオブジェクト, URLの検証を可能
にする, 23-24

H
helpコマンド, 52-53
-helpコマンド行オプション, 38

K
-keypassコマンド行オプション, 38

L
lcdコマンド, 53-54
-localdirコマンド行オプション, 38
-localeコマンド行オプション, 38
localeプロパティー,値の表示, 59-60
lsコマンド, 54-55

P
pwdコマンド, 55-56

63



Q
quitコマンド, 56

R
RegistryPackageオブジェクト
作成, 37
内容の一覧表示, 54-55
パスの表示, 55-56
メンバーオブジェクトの削除, 56-57

RegistryPackageからのオブジェクトの削
除, 56-57

RegistryPackageの場所,変更, 48-49
-registryコマンド行オプション, 38
registryドメイン

truststoreへのルート証明書の追加, 21-22
管理, 19-21
停止および再起動, 20-21

rmコマンド, 56-57
-rootコマンド行オプション, 38

S
selectコマンド, 58
ServiceBindingオブジェクト, URLの検証を可
能にする, 23-24

Service Registryの設定, 15-23
Service Registryのデータベース,バックアップ
および復元, 32-33

setコマンド, 58-59
showコマンド, 59-60
-sqlselectコマンド行オプション, 38
SQL select文,実行, 38
SQL文,実行, 58

U
users,一覧表示, 60-61
usersコマンド, 60-61

V
-verboseコマンド行オプション, 38
verboseプロパティー
値の表示, 59-60
設定, 58-59

-vコマンド行オプション, 38

W
Webコンソール,定義済みクエリーの追
加, 26-31

い
インストールプロパティー, 16-17

お
大文字と小文字の区別, 40-41

か
外部 webサイト,アクセス許可, 23-24
管理コンソール, Application Server, 20
管理者,作成, 24-25
管理者の作成, 24-25
管理ツール
概要, 35
起動, 36-39
コマンド行オプション, 37-39
使用の有効化, 18
停止, 56

管理ツールの起動, 36-39
管理ツールの終了, 56
管理ツールの停止, 56
関連付け,レジストリへの追加, 41-42

け
現在のディレクトリ,変更, 53-54

64 Service Registry 3 2005Q4管理ガイド • 2005年 10月



こ
コマンド

add association, 41-42
add user, 43-48
cd, 48-49
chown, 49-50
cp, 50-52
echo, 52
help, 52-53
lcd, 53-54
ls, 54-55
pwd, 55-56
quit, 56
rm, 56-57
select, 58
set, 58-59
show, 59-60
users, 60-61

コマンド行オプション, 37-39
-alias, 37
-command, 37
-create, 37
-debug, 37
-help, 38
-keypass, 38
-localdir, 38
-locale, 38
-registry, 38
-root, 38
-sqlselect, 38
-v, 38
-verbose, 38

た
対話型モード, 36-37

て
定義済みクエリー, Webコンソールへの追
加, 26-31

ディレクトリ,変更, 53-54

は
バッチモード, 36

ひ
表示,プロパティー値, 59-60

ふ
ファイルシステム、ローカル
現在のディレクトリの変更, 53-54
ベースディレクトリ, 38

ファイルとフォルダ,レジストリへのコピー
, 50-52

プロキシのホストとポート,設定, 23-24
プロパティー値
設定, 58-59
表示, 59-60

プロパティー値の設定, 58-59

ほ
ポート, Service Registryのデフォルト, 19-20

ゆ
ユーザー,レジストリへの追加, 43-48
ユーザー名,コマンド行での指定, 37

よ
用語集,リンク先, 10

る
ルート証明書, registryドメインの truststoreへ
の追加, 21-22

れ
例外,表示, 39
レジストリオブジェクト
一覧表示, 54-55
所有者の変更, 49-50
特定, 39-40

65



レジストリへのファイルとフォルダのコピー
, 50-52

ろ
ロケール,名前指定への影響, 40

わ
ワイルドカード,使用, 39-40

66 Service Registry 3 2005Q4管理ガイド • 2005年 10月


